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研究開発型企業におけるロードマップ 手法を用いた 
イノベーション 評価 

0 盛田善 嗣 ，香月樺太郎，大村 昭 ( 立命館大テクノロジー。 マネジメント 研 ) 

。 序 論 究 プロジェク㌻の 概要 

近年多くの研究開発型企業において。 戦略的研究 今回事例研究対象として 取り上げた㈹ E む 

開発への取り 組みによる要素技術。 それに求められ ぽ マイクロマシン 技術の研究開発コプロジェクト は 

能 等の向上、 進 を 時間軸上にマイルスト 一 ン i 年間に 亘 って実施された。 マ 

として記載したロードマップが、 研究開発のマネジ イクロマシンは、 「機械システム 全体のマイクロ 4 ヒ 」 

メント、 研究開発のプランニンバ。 社内研究者間の という日本独自の 発想から生まれた 新たな概念で 

意識統一。 コミュニケーションツールなどの 用途で る。 このため 木 プロジェクトはマイクロマシン 技術 

という新たな 技術体系を総合的 立 することを 目 

- 方 、 ( 独 ¥ 新エネルギー。 産業技術総合開発機構 ( 以 的とさ た 。 即ち。 単に微小な を 開発すること 

下、 という ) で大型プロジェクトとして 実施 のみでなく、 S 技術も含めてこ 

された多くの 研究開発プロジェクトは。 技術的な観 実現するために、 マイクロ領域特有の 要素技術の研 

点から大きな 成果を上げ、 その成果のもたらした 産 究など、 多様な必要技術を 総合的、 体系的に開発す 

業 五の波及効果も 多大であ ると評価されている。 し ることを目標としたもので 

かしプロジエクトによって 培われた多様な 技術、 特 系の確立により。 特定用途のみでな 

に 最終成果物のみでない 研究開発過程上で 得られた く、 広範な用途に 適したマイクロマシンの 

さまざまな要素技術やノウハウ け 事業化といった ア 用 化が可能となるものであ り、 この観点からプロジ 

ウトカム成果の 観点からは、 十分に評価されている ェ クトは 、 「マイクロマシンの 究 開発」ではなく。 

とはレ ⅡⅤⅠ難む 1 。 「マイクロマシン 技術の 

膨大な資源を 投入してきた 国家プロジェクトの 技 研究開発成果の 実用化が要素技術のレベルから 始ま 

資 効率や生産性の 面からみても、 その実情をより 正     技術が身近なものになり 普及するにつれ、 新た 

確に把握しておくことは 重要であ る。 な ニーズが創出され、 結果、 マイクロマシンシステ 

本研究でほ NE の㊤で実施されたプロジェクト 一 ムとして実用化が 進むことが期待された。 引き続く 

のひとっであ る『マイクロマシン 技術の研究開発』 新たな 関連の研究開発 ( 図互 参照 ) の推進に 

に 参画した企業を 事例として、 そのプロジェクトの よって、 システムレベルでの 実用化に向けての 展開 

研究開発段階での 計画と。 研究過程で得られた 成果 が計画され、 研究開発が進行した。 

を 基に製品化した 展開口一 ド マップとを比較分析す 

ることによって、 研究開発プロセスで 生まれるイノ 

ベーションについて 評価。 分析を行った。 それによ 

り ロードマップの 新たな有用性について 考察する。 
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また、 本 プロジ ェクト は図 2@ こ 示すよ う に大きく 

「発電施設用高機能メンテナンスの 技術開発」、 「マ 

イクロファクトリの 技術開発」、 「マイクロマシンの 

技術開発」の 3 つのテーマに 分ける 

年の 5 年間を第二期とした。 第一期 は 「要素技術の 

開発」に重点が 置かれ、 第二期は第 - 期の要素技術 

究から得られた 技術を数社のバループが 持ち寄り   

「システムを 作り上げる技術開発」を 研究テーマと 

して進められたものであ る。 

発露施設 馬 商機能 
ダ ンテナンス 技綺開 

本研究において 前項で述べた 国家プロジェクト 参 

画企業のうち、 オリンパス㈱に 注目しプロジェクト 

期間における 研究成果と出願特許を 時系列的に分析 

を行った。 データ収集はプロジェクト 報告書、 

情報。 企業ヒアリンバ 及び関連するデータを 中心 6 こ 

行った。 

オリンパス ( 株 ) は、 伝統的な光学技術とデジタ 

ル技術を融合させた オ プト。 デジタル。 テクノロジ 

一 を持つわが国の 代表的企業であ り、 デジタルカメ 

ラや夏 C コーダ一等の 優れた製品を 市場に投入して 

きた。 また医療分野江おいては、 ヱ 96 

めての胃カメラを 実用化して以来、 

できるファイバースコープ。 ビデオスコープを 開発 

し 、 現在では、 診断に留まらず 種々の治療を 行 う た 

めの処置具や 治療 器 、 さらに内視鏡下外科手術用 

機器を開発提供し。 低侵襲 医療に大きく 貢献してい 

年代後半。 自らの持つ オ 

プト。 デジタル技術をコアテクノロジーとして。 よ 

り 一層の高度化と 高品質な製品開発、 さらには イ / 

ベーティブ社製品の 創出を目指して 研究開発に注力 

していた 折 、 自らの技術 ポ テンシヤ ル を活かして 当 

プロジェクトに 参画した。 
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オリンパス㈱におけるマイクロマシンの 技術開発 

プロジェクトの 研究開発状況を 詳細に把握するため。 

ヒアリンバ調査及び 報告書等の資料よりその 年度ご 

との技術的成果と 出願特許 ( プロジェクトの 

アウトプットとして 出願したもの ) を 時 系列的に分 

  プロジェ タト の 流 

析 した。 

は研究テーマ 別、 年度別の成果をロードマッ 

プの形式で表したものであ る。 すなむち横軸に 時間。 

縦軸に各研究テーマを 大分類から小分類に 並べ、 
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各 テーマ毎の成果を 時系列に示している。 

また。 図中の 0 印はプロジェクト 期間中に出願 さ 

た 特許を示し、 各研究テーマとの 関連性を表して 

いる。 このタイムテーブル 化されたロードマップに 

示される到達目標と、 そこに向けての 期間中に生み 

出された研究開発成果 は 、 成果の成熟度の 観点から 

見れば明らかに 年々向上しているのが 分かる。 

第 2 期で当初設定された 研究開発方針の 

「マイクロマシン 技術」に必要な「要素技術の 開発」 

と、 それを用いた「システム 化 h 術の開発」は 、 

年間を見通した 目標としては 極めて 暖 味な表現であ 

ったと予想いれるが、 オリンパス㈱の 事例を見る限 

り、 期を経るにつれて 暖昧 さが減少し、 毎年の研究 

においては次第に 目標が明確となっている " 国から 

見た場合。 研究テーマによって 差異はあ るものの、 

当時のプロジェクトに 対する戦略的意味合いは㌃ 分 

に 達成されたわのと 見てよい。 

一方、 国家プロジェクトとしての 成果とは別にそ 

の要素技術のノウハウを 活かしプロジェクト 期間中 

に 社内の技術への 転用がみら る 。 この流れも非常 

に重要で、 プロジェクトのテーマに 逸れてしまうた 

成果であ っても。 その培わ た 技術の用途をまった 

く 異なった発想から 効果的な実用的な 用途に結びつ 

げている。 

即ち 既に自社が保有している 固有の技術と 融合 

させることによって 新たな技術を 開発している 状況 

が読み取れる。 

特に第一 - の 要素技術の研究成果がきっかけとな 

って社内技術の 高度化が進み 新たな製品を 生み出す 

基盤となっている。 その観点から 見て国家プロジェ 

クト @ こ 参画することによって 派生した民間企業の 技 

術革新は、 まさにイノベーションをもたらしたもの 

と 言えよう。 

例えば、 研究期間中の 特許 数 件 が関連する分野 

  



への派生を含めて 現在までに約 700 件もの膨大な 特 可能であ り、 そこから表出された 特許等の知的射 

許 出願がなされたこと、 またマイクロマシン 技術の 

研究を土台として、 のちに ME S 事業部が設置さ 

れたことなどがそれを 示している。 

ヒアリンバ調査より 判明したマイクロマシンプロ 

産 を利活用する 状況を追うことによって 研究開発 

型企業の固有の 技術をべ ー スとしたイノベーショ 

ン効果を技術的側面で 評価することができる。 

、 ジヱクト の派生技術は 、 は レンズ、 自由局面プリズ 

ム 。 細径 内視鏡。 用 及びナノサーチ 顕微鏡であ 

り、 いずれも現在、 同社が市場に 提供している 主力 

商品に関する 技術であ る。 これらの技術分野につい 

て、 19 釣竿 A 月 ～ 2006 年 3 月までに関連する 分野 

への派生出願された 特許出願を見ると、 

ぱ レンズ ( 特許件数 1 6 6 件 ) 

自由局面プリズム㏄ 2 件 ) 

細径 内視鏡 (2 1 3 件 ) 

ナノサーチ顕微鏡 (2 項 3 件 ) 

と 膨大な量であ り、 すべてが直接的なコア 技術とし 

て影響を与えているとほいえないまでも、 これらが 

マイクロマシン。 プロジェクトから 派生したことを 

考えると、 当 プロジェクトの 成果の重要性は 極めて 

高いものであ ったと評価できる。 

詳細な調査の 結果。 その成果として 単に要素技術 

を産出しただけでなく、 それらを十分に 活用してシ 

ステム化技術を 開発し、 さらにこれらの 特許、 ノウ 

ハウといった 知的資産を実用化研究に 適用した結果、 

多くの優れた 製品の開発につながるという。 まれに 

見る成功した 事例と見ることができる。 

  まとめ 

②長期に 亘 る大型の国家プロジェクトをマネジメン 

トしていく立場から、 研究開発過程で 生産性をよ 

り詳細に把握することは 重要であ る。 国家プロジ 

ェクトの成果をもとに 民生化プロジェクトの 技術 

開発へのプロセスをロードマップとして 見ること 

は 、 プロジェクトのアウトカム 評価を行う上で 非 

常に有用な方法であ る。 

本研究により 得ら た知見 は 次の通りであ る 

①国家プロジェクトとして 実施され・ た 研究開発の成 

果を詳細に抽出し、 当初の目標に 対し時系列展開 

することによって 技術開発のロードマ ッ ピンバが 
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今回オリンパス ( 株 ) のマイクロマシン 技術の研究 

開発プロジェクト 担当者の方にインタビューを 行う 

ことが出来ました。 多大なご協力に 感謝致します。 
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